
第10５回  建築設備綜合ゼミナールのご案内 

 

『BCP 東日本大震災で何が変わったか』 
 

東日本大震災では、地震と津波と放射能汚染災害という想定外の複合災害により広域での甚大且つ壊滅的な

被害を受け、地域社会そのものの存続にも大きな影響を与えている。それにより、地域行政や地域社会を形成

する企業も含め、あらためて事業継続計画（ＢＣＰ）の策定の重要性とその導入が促進されるべきことが確認

された。 

そこで、今回の第105回のゼミナールでは、復旧・復興計画や近未来に想定される大地震災害に向けての最大

の課題であるＢＣＰをテーマとし、今回の東日本大震災の教訓を踏まえ、今までのＢＣＰの考え方がどのよう

に変わっていくかを主眼に、事業継続や機能維持の考え方、リスク評価手法に基づく被害の定量的予測手法、

リスク評価全体の中での設備機器の位置づけ、建物使用エネルギーの需給調整技術などの設備対応、それらを

基にした建物機能維持・適応能力の考え方、ＢＣＰ対応建物の実施例などを関係各社の方々にご講演いただき

ます。 

今後のＢＣＰ対策に関するヒントが得られる機会になりますので、積極的なご参加をお願いいたします。 
 

=主催  社団法人 建築設備綜合協会= 
後援(予定) 社団法人 日本建築学会／社団法人 空気調和･衛生工学会／社団法人 建築設備技術者協会／社団法人 東京都設備設計事務所協会

公益社団法人ロングライフビル推進協会／社団法人日本ビルエネルギー総合管理技術協会 

＜当ゼミナールは「SHASE-CPD」および「JABMEE CPD」のポイント対象です＞ 
 

■ 日時 

2012年  2月 24日（金） 10:３０ ～ 17:15 

 

■講演内容 

 ＜司会者：当協会常務理事 関根雄二郎氏 ㈱山下 PMC 専務取締役＞ 

 10:30 開催挨拶 
社団法人 建築設備綜合協会 

副会長 國井 一夫 氏

① 
10:35
～ 

11:25 

事業継続（Business Continuity）の取り組みと

建物のレジリエンス（建物機能維持・適応能力）

の考え方 
-「建物機能継続計画」の策定について- 

国立大学法人 豊橋技術科学大学大学院
工学研究科 建築・都市システム学系 准教授 

増田 幸宏 氏

② 
11:30
～ 

12:20 

東日本大震災を踏まえた東京都の防災対策 
-東京都防災対応指針- 

東京都 
総務局総合防災部防災管理課 情報統括担当課長 

星 智雄 氏

12:20～13:25 昼   食 
 

＜司会者：当協会理事 小西康弘氏 東京ガス㈱ ｴﾈﾙｷﾞｰｿﾘｭｰｼｮﾝ本部 都市ｴﾈﾙｷﾞｰ事業部 法人営業第一部長＞ 

③ 
13:30 

～ 
14:20 

災害への対応事例と東日本大震災以降の事業

継続マネジメントの進展 
-次なる脅威を乗り越えられるか- 

株式会社 NTT ファシリティーズ 
BCP ビジネス本部 上席コンサルタント 

佐藤 沢 氏

④ 
14:25 
～ 

15:15 

震災後の新しい設備対応 
-分散型電源と負荷制御を統合した建物使用エネルギーの需

給調整技術- 

清水建設株式会社 
技術研究所 地球環境技術センター所長 

沼田 茂生 氏

15:15～15:30 休   憩 

⑤ 
15:30 
～ 

16:20 

地震リスク評価による BCP 対応 
-建物の機能と復旧曲線の定量的評価手法を中心として- 

大成建設株式会社 
技術センター ニューフロンティア技術開発室 

坂本 成弘 氏

⑥ 
16:25 

～ 
17:15 

東京ガス磯子スマートハウス集合住宅版実証

試験について 
-様々なエネルギーをつくる・つながる・分け合う家- 

東京ガス株式会社  
リビング企画部 省エネルギー・新エネルギー推進 G

榎本 奈津子 氏

※講演内容が変更される場合もありますので予めご了承ください。 

 
 



 
 

第105回 

建築設備綜合 

ゼミナール 
テ－マ：『BCP 東日本大震災で何が変わったか』 

 

 

日  時 
 

平成24年2月24日(金) 

午前10時30分～午後5時15分 

 

申込方法
 

下記申込書に必要事項をご記入のうえ、

メールまたは FAX でお申し込み下さい。

会  場 
東京ガス㈱本社２階大ホール 

（案内図参照） 
※受講証は当日受付にてお渡しします 

受講料 一般  １８，０００円 

会員  １５，０００円 

申込締切 平成24年2月17日（金） 

 
 

当協会会員、「BE 建築設備」購読者、既応ゼミ受講者、

後援団体会員、官庁、地方自治体職員等は会員扱いと 

なります。 

申込先問合先 社団法人建築設備綜合協会事務局 

〒108-0014東京都港区芝5-26-20(建築会館6F) 

TEL：03（5445）4266･4267 FAX：03（5445）4272  
e-mail：LEM04305@nifty.ne.jp 

http://homepage2.nifty.com/abee/ 定  員 120名 (定員になり次第締め切ります) 
 

 

 
 

 
----------------------------------------------------切り取らずに、このまま送信願います---------------------------------------------------- 

 

第105回建築設備綜合ゼミナール申込書             お申込日      年      月     日 
 

社団法人 建築設備綜合協会 事務局  行              F A X：０３－５４４５－４２７２ 
E-mail：LEM04305@nifty.ne.jp 

会社・団体名 
 

受

講

者 

 所属部課名 ・ 役職 受講者氏名 

①   
②   
③   

ご

連

絡

先 

申込者お名前  

所在地 
〒 

 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

e-mail  

お

支

払

方

法 

銀行振込（口座：三菱東京 UFJ 銀行 京橋支店・普通預金 ００５５０８２） ←ご希望の方法に○印を 
つけてください 当日支払 

※銀行振込をご希望の方には請求書をお送りいたします。 

※当日支払をご希望の方には当日受付にて領収書をお渡しいたします。 

 

(４名以上は本申込書をコピーしてお申し込み下さい) 


